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醗蛋毫裳〃占速漂隻言運動生据
時刻芯

[m/sI【1】目白勺
電車の速度の実測値を解析して、加速度や駅間距離を求め、等加速度運動に
ついての理解を深める。
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グラフの関係【2】』京王里
運動の三要素（位置、速度、
加速度）の間には右図に示す
関係があり、どれか一つの時
間変化が測定できれば、他の
二つは求めることができる。
電車の運転台の速度計を撮
影したVTR映像から、速度
を読みとり、時間と共に記録
すれば、ひ－t図が描ける。
そのグラフの傾きを求めれば
各時刻の加速度が、また、汐
一寸図のグラフと座標軸とで
囲まれる部分の面積を求めれ
ば、各時刻の電車の位置が求
められる。
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【3】暑号壱貝ご
ビデオデッキ、モニター
電車の走行を記録したビデオテ

方

α－-tgl【4】f乍業
①ビデオテープを再生し、走行時間、最高速度などの概略をつかむ。
②ビデオテープを微速度再生し、発進時刻を0[s]として、以後5[s]ごとの速
度（時速)~を速度計の映像から読みとる。
③次の駅で停車するまでの時間を記録する。
④時速を秒速に換算する。

【5】考一察
①速度U[m/s]を縦軸に、時間士[s]を横軸にとりむ一t図を作れ．
②ひ一t図のグラフの傾きから各区間の電車の加速度α[m/S2]を求め、α－t
図を作れ。

③この電車は発進何秒後から加速をやめて慣性走行に入ったか。饗/β

溌竺藷露毒聡畿謀肢議淵囎海難よ・”鳥
⑥条易翻雛鵜鯛雪禁藏溌蕊害韓靜瓢鰯雲鰯雲距離を
⑦〃一寸図より湘南台駅～六会駅の駅雛を求め、地図から求めた距離と比

雫 /鯛帆較せよ。

州へ函参考：教科書p､22
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